
インド・サストラ大学の教員・学生１０名が東京都市大学を訪問 

 

さくらサイエンスプランの招へいによるインド・サストラ大学の学生 9名・教員 1名を迎えての 9日間（7/2～7/10）の

プログラムが終了しました。 

 

まず、オリエンテーションを行った後に研究室ツアーを２日間に亘って行いました。ホスト学科である工学部医用工学

科の研究室をはじめ、工学部機械システム工学科の熱流体システム研究室、電気電子工学科の電気応用研究室

および大電流エネルギー研究室を見学し、各種先端研究について活発な質問をしながら日本の科学技術を体感し

ていました。 

 

そして、４つのテーマから１つ選んでもらった課題について、実験・実習を行ってもらいました。サストラ大学の学生は

医工学分野の勉強・研究を行っているため、医療機器および生体計測に関する内容のテーマに関して本学学生の

指導のもとに実験・実習を行いました。彼らは非常に勉学意欲が高く、本学学生の良い刺激となったようです。 

 

さらに、本学のサテライトキャンパスである二子玉川「夢キャンパス」にて招へいした教員・学生と本学学生とのティー

パーティーを行いました。本学男女共同参画室の岡田往子室長と人間科学部児童学科杉本裕代講師の協力によ

り、浴衣の試着や折り紙、七夕についての英語紙芝居など、日本の文化に触れる良い機会でした。インドの学生も

浴衣や折り紙に大変興味を持ち、本学学生と筆談・談笑しながら心から楽しんでいたようです。 

 

成果発表会では、自分の研究分野に関する内容と本学にて行った実験についての発表が行われ、本学学生の質問

に対しても簡潔・適切に応答をしており、本学学生の意識向上にも大きく寄与できたのではないと思います。プログラ

ム修了式を行った後の帰国前夜のお別れパーティーでは、本学の三木学長も参加し、サストラ大学の学生は本学学

生と談笑しながら日本滞在最後の夜を満喫していました。 

 

 

 


